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1．はじめに

接着は多くの利点をもち，現代の産業において欠くべからざ

る接合法の地位を占めている。しかし，問題点も存在し，たと

えば被接合物の分離・回収は重要な技術課題である。接着の利

点の一つは異種材料の接合容易性にあるが，これはリサイクル

困難な製品を生み出す要因にもなる。したがって，使用期間後

に容易に剥がせる接着剤の開発が重要になる。

必要なときに剥がせる接着剤，いわゆる“解体性接着剤”に

ついて，最近の技術動向を取り上げ，その解説を行う。

2．現行の解体性接着剤とその種類

接着剤にはく離性を付与する従来の手法にはいくつかある

が，熱可塑性樹脂の軟化を利用するものと，発泡剤を混入する

ものの二つに大別でき，またはこれらの組み合わせとなる。熱

可塑性樹脂は，加熱により急速に軟化し液状化するので接合部

の解体が可能である。ただし冷却すると再融着するため，高温

で分離作業を行う必要があり，安全に作業するための工夫が必

要となる。

熱硬化性樹脂は，接着剤として強度，安定性および使い勝手

に優れているが，熱可塑性樹脂のように容易に軟化せず，接合

物の解体も比較的難しい。しかし，電子部品分野ではエポキシ

樹脂などの熱硬化性樹脂を使用したいケースが多く，解体性付

与が重要な技術課題となりつつある。たとえば，基板上のLSI

チップに不良やバグがあったとき，これを取り除きほかの修正

版チップに交換する，いわゆるリワーク作業が，頻繁とは言え

ないものの実際に行われている。LSIチップには，アンダーフ

ィル剤と呼ばれる接着剤が，基板との間に補強の目的で充てん

されている場合があり，チップを除去するためにはこれを取り

除く必要がある。近年では熱硬化と熱可塑の双方の性質を合わ

せもつ接着剤が登場しており，たとえば熱溶融エポキシ接着剤

は熱硬化するものの，その後の加熱により軟化・溶融が可能で

ある。したがって，これをアンダーフィル剤に使用すると，加

熱でハンダと同時に軟化させチップの除去が可能となる 1）。

接着剤に発泡剤を混入すると，その膨張力により接合部が分

離し，解体が可能となる。熱可塑性樹脂にこれを用いると，樹

脂が柔らかい高温時に接合部の分離が生じる。しかも温度が低

下しても再融着することがない。また，熱硬化性樹脂も高温で
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要　　　　旨

接合部の分離が容易に行える解体接着剤について，その最近の動向を取り上げ，解説を行う。このような接着剤は，被接合物の材

料リサイクルに役立つのみならず，工作物の仮止めや部品のリワークにも適用できる。熱可塑樹脂の熱溶融を利用する場合が多いが，

熱膨張性材料の併用も行われている。近年では，新しい解体因子を用いた接着剤も登場しており，たとえば通電により剥離する接着

剤も市販されている。
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図-1 熱膨張性マイクロカプセル混入エポキシ接着剤


